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今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
体

験
や
社
会
体
験
が
不
足
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
学
校
は
、
子
ど
も
に
「
生
き

る
力
」
を
育
て
る
こ
と
を
ね
ら
い

に
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

西
東
京
市
に
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
取
り
組
み
の
１
つ

と
し
て
職
場
体
験
を
実
施
し
て

い
る
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。

　

職
場
体
験
は
、
学
校
を
離
れ

て
、
商
店
や
工
場
、
事
業
所
、
施

設
な
ど
に
通
い
、
勤
労
を
通
し

て
、
仕
事
の
や
り
が
い
や
将
来
の

望
ま
し
い
生
き
方
の
学
び
に
役

立
て
て
い
く
と
い
う
趣
旨
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
５
校
の
中
学
校
２
年

生
が
、
市
内
外
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
農
家
、
病
院
、
保
育
園
、

老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
の
ご
協

力
を
得
て
職
場
体
験
を
し
ま
し

た
。「
職
場
の
方
々
の
、
と
て
も

一
生
懸
命
な
姿
か
ら
、
真
剣
に
働

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
再
認

識
で
き
た
」
な
ど
、
生
徒
た
ち
は

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
中
学
校
で
も
市
内

外
の
い
ろ
い
ろ
な
職
場
を
訪
問

し
、
そ
こ
で
働
く
人
か
ら
お
話
を

聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、
学
校
、

家
庭
・
地
域
の
連
携
が
大
変
重
要

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

を
果
た
し
、
社
会
全
体
で
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

指
導
課
で
は
、
今
後
、
事
業
所

等
の
皆
さ
ん
に
中
学
生
の
職
場

体
験
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
ご

意
向
を
お
伺
い
し
て
、
学
校
に
情

報
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
職
場
体
験
の
趣
旨
を

ご
理
解
の
上
、
受
け
入
れ
先
の
提

供
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
指
導
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２６３４

　

西
東
京
市
誕
生
１
周
年
記

念
事
業
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル�
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

�
�
の
チ
ケ
ッ
ト
発
売
を
開

始
し
ま
す
。

　

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格

し
た　

人
の
精
鋭
た
ち
が
、

３６

劇
団
四
季
Ｏ
Ｂ
の
杉
田
靜
生

先
生
の
指
導
の
も
と
、
２
か

月
間
の
厳
し
い
稽
古
に
耐

え
、
新
市
誕
生
１
周
年
を
祝

う
に
ふ
さ
わ
し
い
、
心
に
残

る
舞
台
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
見
せ
し
ま
す
。
正
月
早
々

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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▽
と
き　

１
月
６
日
（
日
）

　

１
回
目
午
後
１
時
開
場

　

午
後
１
時　

分
開
演

３０

　

２
回
目
午
後
４
時
開
場

　

午
後
４
時　

分
開
演

３０

▽
と
こ
ろ

　

保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�

▽
発
売
日

　
　

月
１
日
（
土
）
か
ら

１２
▽
発
売
場
所
・
時
間

○
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

午
前
９
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

（
発
売
初
日
は
午
前　

時
〜
）

１０

　

※
休
館
日
：
毎
週
火
曜
日
・

　
　

月　

日（
金
）〜
１
月
３

１２

２８

　

日（
木
）

○
田
無
庁
舎
３
階
企
画
課

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
１５
　

※
閉
庁
日
：
土
・
日
・
祝
日
・

　
　

月　

日（
土
）〜
１
月
３

１２

２９

　

日（
木
）

▽
料
金　

千
円
（
指
定
席
）

※
チ
ケ
ッ
ト
購
入
後
の
払
い

戻
し
は
、
出
来
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�

◆
西
東
京
市
誕
生
１
周
年
記

念
事
業
市
民
実
行
委
員
会
委

員　
 
夛
田 
（�
０
９
０
・
３
１

た
だ

０
６
・
６
４
８
２
）

◆
企
画
課（
�田
 
�
内
線　

、　

）
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�
�

�
中
山
千
波
（
芝
久
保
町
）　
「
本

番
に
む
け
て
、
ガ
ン
バ
リ
ま
す
。

お
う
え
ん
し
て
ね
！
」

�
時
見
恵
利
那
（
田
無
町
）　
「
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
し
て
歌
・
ダ
ン

ス
の
楽
し
さ
を
表
現
し
た
い
。」

�
井
坂　

茜
（
田
無
町
）　
「
み
ん

な
の
心
を
１
つ
に
し
て
す
ば
ら
し

い
舞
台
を
お
見
せ
し
ま
す
。」

�
石
黒
絵
理
（
入
間
市
・
武
蔵
野

女
子
学
院
高
校
）　
「
一
生
懸
命
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。」

�
清
野
智
之
（
東
伏
見
）　
「
練
習

の
成
果
が
、
本
番
に
出
せ
る
様
に

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。」

�
杉
田　

晶
（
ひ
ば
り
が
丘
）　

「
自
分
の
も
っ
て
い
る
力
を
全
部

だ
し
き
る
ぞ
！
」

�
小
西
正
晃
（
芝
久
保
町
）　
「
稽

古
を
が
ん
ば
っ
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
成
功
さ
せ
る
ぞ
！
」

�
鈴
木　

舞（
向
台
町
）「
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
り
ま
す
。」

�
安
達
か
ほ
る（
北
原
町
）「
子
役

に
な
っ
て
も
、
主
役
に
な
っ
て
も
、

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。」

�
橋
本
あ
か
り
（
南
町
）　
「
今
年

の
冬
は
、
遊
ぶ
時
間
が
な
く
て
も

こ
れ
を
が
ん
ば
り
ま
す
。」

�
水
上
ひ
と
み
（
保
谷
町
）　
「
み

な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
が
ん
ば
り
ま
す
。」

�
塩
月
綾
香
（
保
谷
町
）　
「
こ
れ

か
ら
本
番
へ
向
け
、
燃
え
上
が
り

ま
す
っ�
」

�
森　

麻
衣
子
（
北
町
）　
「
自
分

が
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
こ
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
で
試
し
た
い
。」

�
田
中
佑
実
（
ひ
ば
り
が
丘
）　　

「
土
日
の
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い

い
ぶ
台
に
し
た
い
。
見
に
来
て

ネ
。」

�
池
上　

恵
（
下
保
谷
）　
「
真
剣

に
、
楽
し
く
、
自
分
ら
し
く�
」

�
藤
崎
菜
々
子
（
谷
戸
町
）　

「
楽
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

�
牧
原
加
奈
（
泉
町
）　

「
客
席
が
満
員
に
な

る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
来

て
下
さ
い�
」

�
新
実
雅
江（
南

町
）　
「
み
ん
な

で
協
力
し
て
い

い
舞
台
が
で

き
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す

！
」

�
森
田
舞
琴

（
富
士
町
）　

「
私
の
ダ
ン
ス

に
注
目�
お
年

玉
を
も
ら
っ
た

人
は
来
て
ネ�
」

�
平
野
大
地
（
南

町
）　
「
２
か
月
と

い
う
短
期
間
で
、
出

来
る
限
り
最
高
の
舞

台
に
し
た
い
。」

�
坂
井
美
幸
（
谷
戸
町
）　

「
と
っ
て
も
た
の
し
い
げ
き

な
の
で
み
に
き
て
く
だ
さ
い
よ
ろ

し
く
。」

�
元
松
久
美
子
（
小
平
市
・
田
無

高
校
）　
「
心
に
残
る
よ
う
な
最
高

の
舞
台
を
み
ん
な
で
作
り
た
い
で

す
。」

�
中
西
絵
里
香
（
ひ
ば
り
が
丘
北
）

　
「
本
番
で
は
、
練
習
の
成
果
を
だ

し
き
る
の
で
見
に
き
て
く
だ
さ

い
。」

�
藤
原
章
子
（
南
町
）　
「
理
想
の

家
族
！
？
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
が
ん
ば
り
マ
ス
。」

�
柴
沼
由
季
（
泉
町
）　
「
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。
け
い
こ
も
が

ん
ば
り
ま
す
。」

�
福
田
恭
子
（
谷
戸
町
）　
「
歌
や

お
ど
り
の
練
習
を
休
ま
ず
が
ん
ば

り
ま
す
。」

�
細
沼　

悠
（
柳
沢
）　
「
力
の
限

り
練
習
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い�
」

�
大
村
真
理
乃
（
向
台
町
）　
「
楽

し
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
！
が
ん
ば
り

ま
す
。
気
合
で
フ
ァ
イ
ト
！
」

�
浦
部
は
な
（
芝
久
保
町
）　
「
本

番
ま
で
に
、
一
歩
一
歩
確
実
に
ク

リ
ア
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

�
高
橋
佳
那
子
（
泉
町
）　
「
毎
週

頑
張
っ
て
練
習
し
て
い
る
の
で
、

是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！
」

�
長
谷
川
沙
織
（
北
原
町
）　
「
一

生
懸
命
が
ん
ば
る
の
で
、
是
非
見

に
き
て
下
さ
い
。」

�
高
橋
真
理
子
（
芝
久
保
町
）　

「
ダ
ン
ス
や
、
セ
リ
フ
読
み
の
練

習
を
が
ん
ば
り
ま
す
。」

�
村
田
菜
津
美
（
谷
戸
町
）　
「
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
は
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
本
番
も
が
ん
ば
り
ま
す
。」

�
篠
田
知
佳
（
南
町
）　
「
体
力
の

限
界
ま
で
ガ
ン
バ
ル
ゾ
ウ�
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い�
」

�
小
柳
佑
衣
子
（
谷
戸
町
）　
「
多

分
二
度
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
な
の
で

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。」

�
五
十
嵐　

桂
（
保
谷
町
）　
「
時

間
の
許
す
限
り
、
歌
っ
て
踊
っ
て

い
た
い
で
す
。」

真剣に稽古してます！

おねえちゃん、あのねお客さまが選びやすいように ごほうびのシールあげるね

多くの人に　　　
 読まれるように…

おいしそうな枝豆！
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介護の心得を聞く


